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① 歴史文化資源の把握と保存活用、市民の誇りの醸成を、相乗効果を生むように進める

歴史文化を保存活用していくためには、まず効果的なテーマにより地域の歴史文化を見直し、地

域の歴史文化資源の総合的把握を推し進める。これにより歴史文化資源の存在や価値を明らかに

して発信することができる。歴史文化資源の価値の顕在化によって、市民の歴史文化資源に対す

る意識醸成に結びつく。市民の意識醸成は、さらに歴史文化資源の一体的な保存活用に実を結ぶ。

これが結果的に地域の個性や魅力を高める。このことが市民の地域に対する誇りや愛着の醸成に

繋がり、さらなる歴史文化資源の把握が推進される。 

このように連鎖的に効果を生みながら、相乗効果が得られるような方策を実践する。 

地域の歴史文化資源の

総合的把握の推進

歴史文化資源の

存在や価値の顕在化

歴史文化資源の

一体的保存活用の推進

市民の地域に

対する誇り

地域の歴史文化に

対する市民意識の醸成
地域の個性や

魅力の向上

（２）歴史文化の保存活用に向けた基本的方策
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② 顕在化と再生

高砂市の歴史文化資源のうち、身近に豊富にありながらその存在や価値に市民が気づいていな

いもの（竜山石など）、市民の想いが大変強いにも関わらず一見失われてみえるもの（海岸に関わる

資源など）の対比的な二種類がある。前者は、その価値を明らかにすることで市民が身近な存在に

気がつき、発見する喜びを見いだし、存在を顕在化させる動きを生み出すことを目標とする。後者

は市民の想いを糧に、その痕跡を手がかりに再生に取組んで行く動きを生み出す。両者にギャップ

があるだけに、これら二つの動きを組み合わせることにより、市民の大きな意識転換と保存活用に向

けた動きが生み出されることが期待される。 

③ 具体化に向けての方策の柱：ひとづくりとまちづくり

歴史文化を地域の魅力と誇りをもって活用するには、具体化する取組みが必要となってくる。価

値の顕在化と再生への取組み、それは、まちづくりとひとづくりである。 

まちづくりとは、環境を具体像として提示することである。地域の歴史文化の特性を示し一体的に

保存活用すべき関連文化財群を設定し、関連文化財群の分布の広がりとまとまりを示す保存活用

区域を定めることからはじまる。 

ひとづくりとは、教育などを通じたコミュニケーションによって育まれる。地域住民同士や歴史文化

との交合が、普及啓発を通じて醸成されるものである。 

時代の経過と変化を経て疲弊し、見えにくいがゆえに良好に維持し続けた環境があり、見えにくく

なっている環境を、見えるように顕在化し、それを手掛かりに、新しい視点で見いだす。 

資源の存在を市民が主体となってふるさと文化財として顕在化し、その価値を認識し、身近で大

切なものとして把握し、活用する。代表的で重要な価値が認められる歴史文化資源は、文化財とし

て保存活用する。関連文化財群は、その関連性をふまえながら、まちづくりの中で効果的に活用し、

市民の理解と関心を高める。関連文化財群ごとに、保存活用の方向性を定める。 

基本方針を実現するために、ひとづくりとまちづくりについて、市民・企業・行政が連携し協働して、

歴史文化の活用を図る。目標を立てて、具体化するための段階や事業導入を整理する。 

そして、構想実現のためには、推進体制を整備するとともに、人材育成や市民が主体性をもって

実践できる仕組みを構築し、市民が地域に誇りを持って新たな地域文化の創造へ展開する。

【再生のイメージ】 

【顕在化のイメージ】 

来未去過 現在 
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